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Warmth and Internal Temperature Measurement 
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第7図　　保温性測定中のナイロンプロミランタフタの内部温度及びその経時変化
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第8図　　保温性測定中のナイPンタフタ（傘地）の内部温度及びその経時変化
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層で約3吻，3，5，7枚使用した場合を示し，同図一3には重ねた織布の枚数も記した。な
お⑤は織布を覆わない場合の結果である。
　さらに，これらの図より秒読開始時の温度とそれぞれの保温率の関係を第5図～第8図の1，
2，3に対応させそれぞれ第9図～第11図に示した。
　第9図より空気層変化に対する温度と保温率の関係をみると，いずれの織布でも高温体表面温
度が連続的に上昇し，かつゴム枠1～3枚（空気層で3磁～9　mm）の間の保温率上昇が大きいこ
とがわかるが，一方織布内部温度はこの間でやや不連続となり，どの織布も低下が大きい。そし
て第10図によれば羊毛モスリン，絹羽二重を除けばゴム枠5枚以上では織布内部温度の変化は極
めて小さく保温率の変化も小さくなるが，同時に織布のちがいも表われにくくなる。上記2種の
織布は第1表によれば，平面重も小さく繊維充填度も小さい通気性の大きなものである。このよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　うな性能をもつ織布は，保温率の上限が空気層の厚いところにあるといわれる。しかし本実験に
おいては，織布内部温度が限界に近づいていることから，他の織布と特別異なったものではない
ことを推察し得る。以上のように，織布1枚では空気層を変化させるという実験では織布の性能
としての通気性が大きく関与し，織布の原料繊維や糸の性質が保温性に余り反映されないことを
織布保温性試験器による保温性と内部温度に関する一考察 4！
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第9図　空気層の変化による保温率と高温体表面温度
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　第11図　織布重ね合わせによる保温率と内部温度の変化
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　フ下しているといえる。一方，
　羊毛製品は一般に保温性が優
　れているといわれる。また絹
製品も独自の保温性をもつと
　もいわれる。第11図は重ねた
場合であるが，織布1枚では
　7種類の織物間の内部温度が
かなり広い範囲にあり，絹羽
二重は特に低いが，3枚以上
重ねることにより厚さ，繊維
充填度で約1．7倍，通気性で
は約Y／8のナイロンタフタ（傘
地）に保温率はやや及ぼない
が，上まわる傾向を示してい
る。また，1枚から7枚まで
重ね合わせの温度上昇をみて
　も，絹羽二重はフィラメソト
から成るとはいえ，他の合成
、繊維ブイラメント織物より大
きいことがわかる。このナイ
　ロンタフタ，テトロソタフタ
及びナイロンタフタ（傘地）
は，ほぼ同じ厚さをもつが，
重ねても温度上昇が小さく，
繊維充填度の大きなこともあ
って保温率上昇も小さいこと
は明らかであり，ナイロンタ
フタ（傘地）にそれが明瞭に
表われている。一方，羊毛モ
スリソは，厚さでは前三者の
合成繊維フィラメント織物の
2．5～2．8倍あるが，かなり大
きな通気性をもつ織物であり，
1枚の結果では内部温度も高
くなく，保温率も絹羽二重に
次いで低いが，重ね合わせて
行った場合の温度上昇は極め
て大きく，保温率の上昇が大
きい特徴をもつことを示して
いる。綿ブロード，テトロン
ー綿混紡の紡績織物も羊毛モ
スリンに似た傾向を示してい
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るが，繊維充填度，通気量に大きなちがいがあることを考慮すれば，羊毛のもつ含気形態の特徴
によると推察せざるを得ないといえよう。ーまた，第5～第8図一1のゴム枠7枚（空気層で約21
mm）と同図一3の7枚重ね合わせた場合の高温体表面温度の状況を比較してみると，第5図の絹
羽二重，第6図の羊毛モスリンにおいて，空気層21mmの場合の高温体表面温度が他に比べ低く，
重ね合わせた場合との温度差が小さいが，羊毛モスリンでは重ね合わせた場合の温度が他の織布
と同程度かむしろ高い結果を示していることがわかる。
　このような関連をみるために，7枚重ねた時の保温率に対して空気層21mmの時の保温率が各織
布ごとにどの程度高いかを第9図と第10図の結果から算出した。綿ブロード4．45％，羊毛モスリ
ンー2．13％，テトロンー綿混紡5．06％，テトロンタフタ7．93％，ナイロンタフタ7．88％，同傘地
10．21％，絹羽二重一〇．31％oとなる。これは羊毛モスリン，絹羽二重が重ね合わせることにより保
温性が発揮されることを示すもので，先と同様これらの原料繊維の性状によることを推察させる
ものである。また綿やこれにテトロンを混紡したものにも，上の数値から綿の性状によることを
推察させた。しかし合成繊維ブイラメント織物は空気層の形成によって外気への熱放出を抑制は
しているものの，重ねても保温率の上昇は小さく，より厚さの薄い絹羽二重と比較すると，単な
る織布としての繊維充填度や通気量などのみによるとは解しにくく，合成繊維のもつ表面形状の
平淡さが関与していることによると考えられよう。
IV’　まとめにかえて
　毛織物をはじめとする紡績糸使用の織布は，フィラメント糸使用の織布より一般に厚地のもの
が作りやすいなどもあって，保温性が優れているといわれる。しかし，織布1枚について本実験
のような測定器により保温性をみてみると，毛製品でも求められた保温率は決して高くない。含
気性は大きいが，通気性も大きく含気形態が易通気性であることによると判断されるかも知れな
い。本来絹もそれなりの保温性をもつといわれるが，絹製品も極めて保温率は低かった。しかし
これは第1表によれば当然の結果と結論される。このように考えると繊維自身のもつ表面形状な
どによる保温性との関連は比較考察できない。これらのことから測定器によって素材のちがいや
ステープル，フィラメントのちがいによる保温1生の特徴を把握しようとした。保温性の目安とし
ての保温率は温度差によって求められているが，この時の温度状況を同一織布の重ね合わせ，空
気量の変化などから測定して検討した。すでに多くの報文や専門書に見られる結果を再確認した
に過ぎない面のあることも免れないが，測定器による保温性を考える上での一資料として記した
ことを附記する。
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